
　
７
月
２４
日
の
臨
時
会
で
、
任

期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

立
川
市
監
査
委
員

▼
村
木
　
良
造
　
氏（
再
任
）

　
　
　
曙
町
２
丁
目
在
住

▼
田
中
　
清
勝
　
氏

　
　
　
栄
町
３
丁
目
在
住
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第1回　臨時会

新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト

新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト

新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト

議
長
に
矢
口
昭
康
議
員
が
就
任

　
副
議
長
に
米
村
議
員
、監
査
委
員
は
田
中
議
員

待ちに待った夏本番（柴崎保育園）

●第１回臨時会
　　新しい議会の構成
　　議案賛否　　　　　　　・・・２面
●第２回定例会
　　議案賛否、意見書、請願  ・・・３面
　　一般質問　　　　　・・・４～６面
　　委員会の活動　　　　  ・・・７面
●新議員の顔ぶれ　　　  　 ・・・８面

　任期満了にともなう市議会議員選挙後初の臨時会が、７月24日に開かれました。
議長が選出されるまでの間、年長の牛嶋議員が臨時議長として、仮議席の指定
や議長の選挙を行い、新しい議長に矢口昭康議員が、副議長に米村弘議員が選
出され、今後の議会運営を担っていくことになりました。
同時に、新しい議会を構成する各常任・特別委員会委員と議会運営委員会委員、
そのほか議会選出の組合議会議員も決まりました。
　また、本会議では、工事請負契約２件、道路案件２件、人事案件１件のほか、
議員提出議案「立川市議会委員会条例の一部を改正する条例」を慎重に審議し
ました。
　この結果、全ての議案を原案のとおり可決・同意しました。

人
事
紹
介

米村　弘　副議長 矢口　昭康　議長

蜷議　長　　矢 口　昭 康（公明党）
　昭和61年初当選し、６期目。この間、副議長、厚生委員会・文
教委員会・予算特別委員会・決算特別委員会・新庁舎建設･現庁舎
敷地活用特別委員会・議会運営委員会の委員長、監査委員を歴任。

蜷副議長　　米 村　　弘 （たちかわ自民党）
　平成１０年初当選し、３期目。この間、決算特別委員会・議会運
営委員会の委員長、総務委員会・予算特別委員会の副委員長を歴任。

　臨時会において、「新庁舎建設について」及び「現庁舎
敷地活用について」を特定事件とする特別委員会が設置さ
れました。れました。
　今後は、これら２件について、選出された８名の委員に
より審査されることとなります。
（選出された委員は２ページに掲載。）

　臨時会において、「新庁舎建設について」及び「現庁舎
敷地活用について」を特定事件とする特別委員会が設置さ
れました。
　今後は、これら２件について、選出された８名の委員に
より審査されることとなります。
（選出された委員は２ページに掲載。）

　
私
ど
も
両
名
は
、
改
選
さ
れ
ま
し
た
平
成

１８
年
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
・

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
、

三
位
一
体
の
改
革
や
地
方
分
権
の
進
展
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
子
育
て
や
介

護
な
ど
の
地
域
福
祉
の
推
進
、
さ
ら
に
は
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
重
要
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
様
化
す

る
課
題
や
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
要
望
に
お

応
え
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

の
進
展
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
市
議
会
に
お

い
て
も
、
「
第
２
次
基
本
計
画
」
で
も
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
推
進
」

に
努
め
つ
つ
、
さ
ら
な
る
市
政
発
展
と
円
滑

な
議
会
運
営
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の

　
あ
い
さ
つ

や　    ぐち　　　  あき     やす

よね     むら　　　　　　ひろし



自…たちかわ自民党　公…公明党　フ…市民フォーラム
共…日本共産党立川市議会議員団　社…社会民主党　み…みどり立川　市…市民の党
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（　）は議員数　○賛成　×反対　△退席

各議案に対する賛否（会派別）

件　　　　　　　　名

議
案
番
号

会　　　派　　　名
フ
眄

自
眩
公
眄

共
眈
社
盧
み
盧
市
盧

結
　
果
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○

○
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○
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○

○

○

○

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

可　決

市　長　提　出　議　案

委員会・組合議会議員構成 ◎委員長
○副委員長

常

任

委

員

会

組
合
議
会
議
員

議会運営委員会

新庁舎建設・
現庁舎敷地活用
特別委員会

東京たま広域資源
循環組合

立川・昭島・国立
聖 苑 組 合

総 　 　 務

厚 生 産 業

環 境 建 設

文 教

議　員　提　出　議　案A

議会を知ろ
う⑥シリーズ

立川市議会には、条例で定められた年4回の定例会のほかに、臨時会

があります。臨時会は、議員の改選後に議会の組織構成（正副議長等）

を決めるために開かれるものや、特に緊急な事案が生じたとき、また

は、議員定数の4分の1以上の議員から請求があったときに開かれます。

「臨時会」ってなんだろう？Q.

新しい議会の構成新しい議会の構成新しい議会の構成

◎ 若松　貞康 ○ 大石ふみお 清水　孝治
 岩元喜代子  浅川　修一 堀　　憲一
 太田　光久

◎ 梅田　春生 ○ 福島　正美 永元須摩子
 古屋　直彦  田中　清勝 伊藤　幸秀
 堀江　重宏  矢島　重治

◎ 須　　八朗 ○ 稲橋ゆみ子 早川　　輝
 大沢　　豊  中島　光男 佐藤　寿宏
 牛嶋　　剛

◎ 中山ひと美 ○ 高口　靖彦 五十嵐けん
 伊藤　大輔  上條　彰一 矢口　昭康
 守重　夏樹  米村　　弘

◎ 中島　光男 ○ 清水　孝治 大石ふみお
 伊藤　幸秀  大沢　　豊 堀江　重宏
 太田　光久  米村　　弘

◎ 伊藤　幸秀 ○ 古屋　直彦 早川　　輝
 中山ひと美  梅田　春生 田中　清勝
 岩元喜代子

中島　光男

 古屋　直彦  堀　　憲一

会派別の議員構成

8名

7名

7名

5名

1名

1名

1名

会長 幹事長 
佐藤　寿宏 若松　貞康 牛嶋　　剛
米村　　弘 清水　孝治 須　　八朗
中山ひと美 古屋　直彦

幹事長 副幹事長 
堀　　憲一 伊藤　幸秀 中島　光男
矢口　昭康 岩元喜代子 福島　正美
高口　靖彦

会長 会長代行 幹事長
太田　光久 守重　夏樹 田中　清勝
梅田　春生 大石ふみお 伊藤　大輔
稲橋ゆみ子 

団長 幹事長 
浅川　修一 堀江　重宏 上條　彰一
早川　　輝 永元須摩子

矢島　重治

大沢　　豊

五十嵐けん

たちかわ自民党

公 明 党

市民フォーラム

日 本 共 産 党
立川市議会議員団

社 会 民 主 党

み ど り 立 川

市 民 の 党

立川市公共下水道西砂川雨水第１幹線築造第10期工事
請負契約

立川砂川浄水所自家発電設備取替工事請負契約

立川市道2級２２号線の廃止について

立川市道2級２２号線の認定について

立川市監査委員の選任について

立川市議会委員会条例の一部を改正する条例

21

20

1

浅川

上條

早川

22

19

2

矢島

堀江

永元

24

17

4

矢口

岩元

高口

27

14

7

太田

梅田

大石

28

13

8

佐藤

清水

稲橋

29

12

9

米村

若松

古屋

30

11

10

牛嶋

須　

中山

26

15

6

守重

田中

伊藤（大）

25

16

5

中島

伊藤（幸）

福島

23

18

3

堀

大沢

五十嵐

傍　　　　　聴　　　　　席

日本共産党　5
社会民主党　1

たちかわ自民党　8
市民フォーラム　7

公明党 7
みどり立川 1
市民の党 1

速　記　者

  演　　壇

局　長　  議　長

理　事　者　等

理　事　者　等

事　    務　    局

理　事　者　等

理　事　者　等

理　事　者　等

12（水）

13（水）

14（木）

15（金）

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

29（金）

 3 （火）

 
 4 （水）

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

会期の決定、一般質問

一般質問

一般質問

請願･陳情の付託、議案審議、
決算特別委員会設置付託

議案審議、
委員会審査意見報告、
継続要求

平成１８年第３回市議会定例会会議日程表（予定）

本会議・委員会は傍聴できます。受付けは会議開始１５分前より行います。
※請願・陳情の締め切りは９月７日（木）午後５時です。
（お問い合わせ）　議会事務局　蕁５２３-２１１１内線２８４、２８５

本 会 議

本 会 議

本 会 議

本 会 議

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

議会運営委員会

本 会 議

月　日 時　間 会　議　名 摘　　要

9月

10月

臨時会の様子

議　場　略　図

2平成１８年（２００６年）８月１０日



3 平成１８年（２００６年）８月１０日

　
５
月
３０
日
の
本
会
議
で
、

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。 

立
川
市
人
権
擁
護
委
員

▼
佐
野
　
和
良
　
氏
（
再
任
）

　
　
栄
町
３
丁
目
在
住
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承 認
承 認
承 認
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
同 意
承 認

可 決
可 決
可 決

第2回　定例会

立
川
市
商
業
ま
ち
づ
く
り

立
川
市
商
業
ま
ち
づ
く
り

条
例
を
可
決

条
例
を
可
決

立
川
市
商
業
ま
ち
づ
く
り

条
例
を
可
決

商
店
街
を
核
と
す
る
連
携
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

人
事
紹
介

　
平
成
１８
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
は
、
５
月
１２
日
か
ら
５
月
３０
日
ま

で
の
１９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
「
平
成
１８
年
度
立
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
」
な
ど
補
正
予
算
２
件
、
「
立
川
市
商
業
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

な
ど
条
例
に
関
す
る
も
の
が
８
件
、
「
立
川
市
道
南
２
３
７
号
線
の
廃

止
に
つ
い
て
」
な
ど
道
路
案
件
が
３
件
、
契
約
３
件
、
専
決
処
分
が
４

件
、
人
事
案
件
が
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
１１
件
の
ほ
か
、

議
員
提
出
議
案
３
件
、
継
続
の
請
願
７
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
全
て
の
市
長
提
出
議
案
を
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・
承

認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
「
第
３１
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
東
京
招
致
に
関
す
る
決
議
」
な
ど
決
議
２
件
、
意
見
書
１
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
は
、
７
件
が
審
議
未
了
に
な
り
ま
し
た
。

可決した主な議案可決した主な議案可決した主な議案可決した主な議案可決した主な議案可決した主な議案
蜷立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
　市内１１箇所の学習等供用施設について、各施設の管理運営委員会を「指
定管理者」に指定してその管理を行わせるもの。
蜷立川市学童保育所条例の一部を改正する条例
　立川市多摩川学童保育所の定員を５０人から６０人に増員するもの。
蜷立川市商業まちづくり条例
　まちづくりと地域産業活性化に向け、一つに事業者が商業まちづくりを
推進するため、商店街への加入促進に努めると
ともに、市民等と連携・協働して地域に一体感
を醸成する。二つに地域の一体感が生まれるこ
とで、地域コミュニティーを復活し、治安の回復・
非行の防止、ひいてはまちの安全・安心の確保
につなげることの二点を目標とするもの。 活気あふれる商店街をめざす

民…自由民主党民政会　改…自民党改革クラブ　公…公明党　フ…市民フォーラム
共…日本共産党立川市議会議員団　社…社会民主党　ク…市民クラブ　市…市民の党
ネ…立川・生活者ネットワーク　　　 　　（　）は出席議員数　○賛成　×反対　△退席

各議案に対する賛否　（会派別）

専決処分について［立川市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例]
専決処分について［立川市都市計画税条例の一部を改正する条例]
専決処分について［立川市国民健康保険条例等の一部を改正する条例] 
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市学習等供用施設指定管理者の指定について
立川市道南237号線の廃止について
立川市道南237号線の認定について
立川市道2級24号線の認定について
立川市公園条例の一部を改正する条例
立川市地区計画区域内建築物制限条例の一部を改正する条例
立川市心身障害児通園施設条例の一部を改正する条例
立川市学童保育所条例の一部を改正する条例
立川市商業まちづくり条例
立川市中小企業事業資金助成条例の一部を改正する条例
立川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
立川市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
平成18年度立川市一般会計補正予算（第1号）
平成18年度立川市特別会計老人保健医療事業補正予算（第１号）
立川市立第二小学校校舎耐震補強工事（建築・電気・機械）請負契約
立川市立立川第五中学校校舎耐震補強工事（第2期）（建築・電気・機械）請負契約
立川市立松中小学校校舎耐震補強工事（建築・電気・機械）請負契約
人権擁護委員候補者の推薦について
専決処分について［立川市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例]

五十嵐けん議員に対する問責決議
基地対策予算の増額等を求める意見書
第31回オリンピック競技大会の東京招致に関する決議

件　　　　　　　　名

議
案
番
号

会　　　派　　　名

公
眄

民
盻
改
眇

フ
盻
共
眇
社
盧
ク
盧
市
盧
ネ
盧

結
　
果

５２
５３
５４
５５
５６
５７ 
５８ 
５９ 
６０ 
６１ 
６２ 
６３ 
６４ 
６５ 
６６ 
６７ 
６８ 
６９
７０
７１
７２
７３ 
７４ 
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３

７
８
９

市　長　提　出　議　案

議　員　提　出　議　案

●五十嵐けん議員に対する問責決議 
　市議会議員の一員でありながら、市民の党ニュースにおいて事実を歪曲して市民の
誤解を招く表現を用い、市や議会等に対し、誹謗、中傷を繰り返す行為は、立川市議
会として到底看過できるものではない。よって、五十嵐けん議員に対して、厳しく反
省を求めるとともに、ここに問責するものである。

●基地対策予算の増額等を求める意見書 
基地関係市町村の実情に配慮して下記事項を実現されるよう強く要望する。
１　基地交付金及び調整交付金については、平成１９年度予算において増額措置を講
　ずるとともに、基地交付金の対象資産を拡大すること
２　基地周辺対策経費の所要額を確保するとともに、各事業の補助対象施設及び範囲
　を拡大すること。特に、特定防衛施設周辺整備調整交付金については、平成１９年
　度予算において増額措置を講ずること

●第31回オリンピック競技大会の東京招致に関する決議 
　首都である東京において、約半世紀ぶりにオリンピックを開催することは、世界平
和を希求する強い意思を世界にアピールするとともに、これまで培ってきた独自の伝
統・文化や先端的な技術・産業を世界に発信し、成熟した都市東京の姿を全世界に示
す絶好の機会となる。
　また、わが立川市にとっても、東京でのオリンピック開催は、国際交流都市の推進
に大きく貢献するものである。
　よって、立川市は、東京都民共通の願いである２０１６年開催の第３１回オリンピック
競技大会の東京都招致を強く求めるものである。

　第１回定例会（３月議会）において採択された、請願第２号及び請願第4
号について、５月３０日に市長から議長あてに「請願の処理の経過及び結果
について」報告がありました。

○請願第２号　地域生活支援事業についての請願
　地域生活支援事業については、平成18年３月に国の実施要綱案が示され、
相談支援事業をはじめとしてコミュニケーション支援事業、日常生活用
具給付等事業、移動支援事業及び地域生活支援センター機能強化事業が
必須事業とされたほかは、市町村の判断により必要な事業を行うことが
できるとされておりますが、内容が多岐にわたっていることから、市とし
て実施すべき事業の内容については、請願のあった内容も含め、今後予定
される実施要綱等の通知を踏まえ、検討していきたいと考えております。
○請願第４号　障害者による新庁舎内の売店運営等に関する請願
　新庁舎建設については、平成18年度に基本設計及び実施設計を作成す
る中で本庁の機能としてどのような施設が必要なのか、また、限られた建
築スペースの中でどのような設備の設置が可能であるのかを検討してい
きますので、請願のあった内容についても、今後、障害者福祉計画に基づき、
庁内の関係部署等と協議していきたいと考えております。

意見書・決議（要旨）

　第２回定例会では、前回からの継続となっていた７件を審議し
ました。
その結果、７件が審議未了になりました。

請願
●審議未了になりました

件　　　　　名
西砂川地域に市民体育館の建設に関する請願

浜岡原発震災を未然に防ぐことに関する請願

浜岡原発の運転停止を求める請願

中央防災会議に浜岡原発震災専門調査会の設置を求める意見書に関する請願

浜岡原発非常事態における放射能災害を防ぐ事に関する請願

立川駅南口周辺部への消防団設立に関する請願

国民保護に係る取り組みに関する請願

◆
会
議
の
経
過
◆
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5
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本
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問

　
議
会
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委
員
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5
月
17
日

　
本
会
議
　
一
般
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問
・
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案
審
議
ほ
か

5
月
１９
日

　
文
教
委
員
会

５
月
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日

　
新
庁
舎
建
設･

現
庁
舎
敷
地
活
用

　
特
別
委
員
会

５
月
２３
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総
務
委
員
会
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月
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日

　
環
境
建
設
委
員
会

５
月
２５
日

　
厚
生
産
業
委
員
会

５
月
２９
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議
会
運
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委
員
会

５
月
３０
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本
会
議
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
委
員
会
審
査
意
見
報
告

請願はこうなりました


